委　託　仕　様　書

江戸川区(以下「甲」という。)は、外出困難な区民(以下「利用者」という。)の自宅をボランティアが訪問し文化・趣味活動を提供することを目的とし、受託者(以下「乙」という。)に対し、江戸川区いきがい応援団事業(以下「本事業」という。)のボランティア派遣及び運営等を委託する。

１　件　　名
　令和８年度江戸川区いきがい応援団事業業務委託

２　履行期間
　　　契約締結から令和９年３月３１日まで
　　　この契約は、法令違反や善菅注意義務違反なく当該年度の評議会議において一定の
評価を得た場合、次年度の随意契約を行うこととする。ただし、契約年度を含め最大で
３年度限りとする。

３　事業概要
（1） 目的
　　　本事業は、通所型サービスを利用できない利用者の自宅に、ボランティアを派遣し文
化活動・趣味活動を提供することで、利用者の「いきがいづくり」を支援し、地域全体で誰もが自分らしく暮らせるまちづくりを目指していくことを目的とする。
（2） 対象者
　　　江戸川区在住で通所型サービスの利用がなく、以下のいずれかに該当する者
　　　　ア　在宅で生活する要介護４または５に該当している者
　　　　イ　心身に重度の障害を有する者で、東京都重度心身障害者福祉手当または特別
障害者手当を受給している者
　　　　ウ　上記に該当しない者のうち疾病等により介護が必要であり外出が困難な者に
対し、区が支援を必要と認めた者
(３) 事業の内容
利用登録をした利用者が希望するサービス内容と、事前登録したボランティアの提供
　　できるサービスについてマッチングを行い、利用者宅で活動を行う。
活動頻度等については以下のとおりとする。
　　　　ア　利用時間：１回あたり１時間以内
　　　　イ　利用回数：年２回　(令和９年度より年度内４回とする)
     　 ウ　実施日時：原則、土曜日及び日曜日を除く平日午前９時から午後５時まで
　　　　　　※国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に定める休日及び年末年
　　　　　　始(12月29日から翌年1月3日まで)を除くものとする
　　　　　　ただし、申請者とボランティアが相互に合意した場合はこの限りではない。
　　　　エ　サービス内容：申請者の自宅における文化活動・趣味活動の支援
　　　　　　例：楽器演奏・歌・メイク・ネイル・囲碁将棋の対戦相手・誕生祝・落語など
　　　　　※家事手伝い・身体介護・医療行為・外出支援・見守り・話し相手は対象外
　　　 オ　その他：分身ロボットを活用したバーチャル体験
　　　　 ※甲が保有する分身ロボット(株式会社オリイ研究所OriHime)を活用し、利用者
の自宅にいながら自宅外における体験をバーチャルで提供する。
なお、この実施に向けては別途、甲と協議のうえ決定するものとする。
　(４) 履行場所
　　　原則、利用者の自宅とする。なお利用者がオンラインでの実施を希望する場合は、オ
ンライン環境等を含め甲の指定する場所とする。

４　業務内容
　　　乙は本事業を円滑に運営し、前項のサービスが適切に提供できるよう以下の業務を
行う
（1） 本事業の案内・広報
ア　ボランティア登録用申請書(電子申請フォームを含む)の作成
イ　広報に関するチラシの作成
ウ　条件等の問い合わせに関する説明、案内
（2） 利用者の管理
ア　本事業における新規利用申請については甲が受付、利用決定を行ったのち
乙へ管理委託し、乙において利用者台帳を作成する。
イ　利用者のサービス利用に関する管理
ウ　利用者の資格要件に係る知り得た情報の報告、変更・喪失の管理
（3） ボランティアの募集・育成・管理
ア ボランティア希望者の登録申請（電子申請、電話等）の受理
イ 事前研修の実施
　ボランティア活動に必要な知識・スキルの習得に加え、研修を通じたボラン
ティアの適性評価を行うこと。
　※実施回数は月1回程度とし、詳細については甲と協議を行う
[bookmark: _Hlk232003830]ウ　研修終了後、提供できるサービス内容を含めたボランティア台帳の作成
　及びボランティア傷害賠償保険の加入管理　
（4） マッチング及び活動支援
ア　利用者の希望するサービスと提供できるサービスに対し、適切なボランテ
ィアとのマッチングを行う。マッチング後の日程調整については、乙が双方
の日程を確認した上で行うものとする。
　　　 イ　１回のサービスに対するボランテイアの配置人数は以下のとおりとする。
　　　　　訪問：最大２名
　　　　　分身ロボットを活用したバーチャル体験：最大６名
（5） いきがい応援団事業実施報告書（以下「実施報告書」という）の作成
サービス提供の実施月ごとに実施報告書を作成する。

（6） アンケート集計
ア　サービスの提供後の利用者に対しアンケートの実施
※意見を集約・分析の上、今後のサービス提供に役立てるとともに区に報告
すること。
（7） 報告書等の提出
乙は、前項で作成した「利用者台帳」「ボランティア台帳」及び「実施報告書」を、紙又は電子データで、実施月の翌月10日までに甲へ提出すること。また甲が必要と認める時は、甲と協議のうえ適時提出する。

５ 運営体系
（1） 人員配置・業務時間
ア　乙は、本事業を運営するにあたり以下の人員を配置すること
統括コーディネーター1名
担当コーディネーター（介護資格・経験必須、兼務可）1名以上　
　　イ　乙は、契約締結日以降の区と協議により決定した日までに人員を確保し、
「業務従事者名簿」を区に提出すること。人員変更時は速やかに更新し提出す
ること。
　　ウ　乙は、初回訪問時等に帯同する者（アドバイザー）を選定すること。選定基
準や資格要件はあらかじめ区と協議し、報告すること。
エ　人員変更時は速やかに更新し提出すること。
オ　業務時間については以下のとおりとする
[bookmark: _Hlk233102729]土曜日及び日曜日を除く平日の午前9時から午後5時まで
※国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める休日及び年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）を除くものとする。
（2） 安全配慮・緊急時対応
　ア　サービス提供時には、利用者のみで行わず利用者の家族または介護者立ち
合いの上行われているか確認すること。
　イ　利用者及びボランティアが初回訪問を行う際は、アドバイザー1名が帯同
し、サービス内容、利用者の心身状況、家庭状況の確認を行うこと。
※乙が必要と判断した場合は、2回目以降も同様とする。
ウ　ボランティア及びアドバイザーがサービス提供時に、利用者に対する虐待
のほか緊急を要する事態が疑われる場合は、速やかに甲及び関係機関と連携
を図る。
エ　利用者およびボランティアが、暴力や脅迫、詐欺、政治又は宗教活動を目
的とした勧誘行為、営利を目的とした勧誘や営業行為、公序良俗に反する行
為、事実と異なる申請・登録行為を行ったときは、速やかに区へ報告し、利
用の一時停止・中止についての審査を依頼すること。区より利用の一時停止
又は中止の決定があった場合は、サービスの提供もしくは活動への参加を一
時停止・中止する。
　　　オ　自然災害(地震、台風、集中豪雨等)の発生、またはその発生が予見される場
合において、安全なボランティア活動が困難であると判断されるときは区と協
議のうえ当該活動の中止または延期とする。その際の参加予定者に対しては、
速やかに中止または延期の旨を通知する。
（3） 苦情等の対応
本事業に関してトラブルが生じたとき及び苦情や事故等が発生したときは直ち
に甲に報告し、連携のうえ対応していくこととする。

6　守秘義務及び個人情報の保護
(1) 乙は、本業務の実施過程で知り得た業務上の個人情報について、本委託契約
の目的以外に使用したり第三者に提供してはならない。
(2) 乙は、個人情報の漏洩、滅失、毀損、その他個人情報の適切な管理に支障が
生じ、または生じる恐れがある場合は、直ちに甲に報告し指示を仰がなければ
ならない。
(3) 乙は、個人情報が記載された媒体の搬送において、社会通念上安全を確保された措置を講じなければならない。
(4) 前各号に掲げる事項に乙が違反した場合は、甲は契約を解除できるものとし、
乙は甲に生じた損害を賠償しなければならない。

７　業務上の責務
（1） 適切な人員の配置　
乙は本業務を遂行するにあたり、適切な人員を配置する。
（2） ボランテイアに対する教育・研修　
乙は、その責任において、ボランティアがサービス提供を行う前に本事業の目的
や重要性を周知徹底し、本業務に必要な教育及び研修を行う。
（3） 法令等の遵守
乙は、本事業の実施にあたり、労働基準法及びその他関係法令を遵守するととも
に、法令上の全ての責任を負うものとする。
（4） 第三者への損害賠償
乙は、本業務の実施にあたり、故意または過失により第三者に損害を与えたとき
は、区に報告の上、乙の責任においてその賠償をすること。

８　ボランティアの責務
[bookmark: _Hlk232087994]（１）身分証明書の携行
ボランティアは、本事業を行う際は、乙が発行する「いきがい応援団活動証」を携行し、訪問先で提示すること。
（２）事前研修の受講
ボランティアは、乙が開催する事前研修を受講し、事業目的、訪問時の心構え等について理解しなければならない。
（３）守秘義務
ボランティアは、本事業で知り得た個人情報（個人情報に関する法律（平成15年法律第57号）第2条第1項の個人情報をいう。）をみだりに他人に知らせてはならない。ボランティア登録解除後においても同様とする。
（４）安全の確保等
ボランティアは、利用者の安全の確保に努め、事故時は適切な処置を行うとともに、直ちに乙に報告すること。

９　ボランティア活動費の支払い
(1)  乙は、ボランテイアから提出された活動報告書に基づきボランティア活動費を支払う。なお、活動費は１名あたり1,000円とし、１回のマッチングによる活動費は最大6名で6,000円までとする。
※上記規定にかかわらずボランティアより活動費の支払いを辞退された場合はその限りではない。
(2)  利用者及びボランティアの都合によりサービスの提供が行われなかった場合は、支払いは行わないものとする。
　
10　再委託の禁止
　　　乙は、本業務を第三者に委託してはならない。ただし、当該業務の一部について、
　　乙が自ら行うことができないやむを得ない事由があるときは、予め委託する内容
　　を甲と協議し、甲の承認を得たうえで第三者に委託することができる。

11　委託料
(1)  委託料は、毎月払いとする
(2)  甲は乙に対し、事業運営・管理に係る固定経費等のほか当該月に活動したボランティアに対し支給した、活動費を加え支払うものとする。
(3)  乙は各月の業務終了後、甲へ完了届を速やかに提出すること。
(4)  甲は(２)の内容を検査し、適正であると確認したのち乙の請求書をもって支払うものとする。







